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こ
の
た
び
は
、
ワ
ン
ケ
ー
ブ
ル
カ
メ
ラ
駆
動
ユ
ニ
ッ
ト
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

施
工
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
上
、
正
し
く
お
取
扱
い
く
だ
さ
い
。

警
告

工
事
は
販
売
店
に
依
頼
す
る

工
事
に
は
技
術
と
経
験
が
必
要
で
す
。
火
災
、
感
電
、
け
が
、
器
物
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

必
ず
販
売
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

内
部
に
水
や
異
物
を
入
れ
な
い

水
や
異
物
が
入
る
と
火
災
、
感
電
、
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
万
一
、
水
や
異
物
が
入
っ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
電
源
を
切
り
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

分
解
や
改
造
を
し
な
い

火
災
や
感
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

内
部
の
点
検
は
、
販
売
店
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

異
常
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
る

煙
が
出
て
い
る
、
変
な
に
お
い
が
す
る
、
落
と
し
た
り
ケ
ー
ス
を
破
損
し
た
、
接
続
ケ
ー

ブ
ル
が
傷
ん
だ
、
画
面
が
映
ら
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、
販
売
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

振
動
の
な
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る

取
付
ね
じ
や
ボ
ル
ト
が
ゆ
る
み
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

強
制

禁
止

強
制

接
触
禁
止

電
源
プ
ラ
グ
を

抜
け

施
工
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
上
、
正
し
く
お
取
扱
い
く
だ
さ
い
。

警
告

こ
の
表
示
の
注
意
事
項
を
守
ら
な
い
と
、
火
災
、
感
電
な
ど
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は

重
傷
な
ど
を
負
う
危
険
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
で
す
。

注
意

誤
っ
た
取
り
扱
い
を
す
る
と
、
人
が
損
害
を
追
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
お
よ

び
、
物
的
損
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
絵
表
示
の
例

必
ず
実
行
し
て
い
た
だ
く
「
強
制
」
内
容
で
す
。

分
解
禁
止

接
触
禁
止

禁
止

強
制

し
て
は
い
け
な
い
「
禁
止
」
内
容
で
す
。

安
全
上

安
全
上

安
全
上

安
全
上
の
ご

の
ご

の
ご

の
ご
注
意

注
意

注
意

注
意

安
全
上

安
全
上

安
全
上

安
全
上
の
ご

の
ご

の
ご

の
ご
注
意

注
意

注
意

注
意

ご
使
用
の
前
に
こ
の
欄
を
必
ず
お
読
み
に
な
り
、
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

こ
の
欄
の
注
意
事
項
は
、
ご
使
用
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
や
財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
、
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
。

電
源
プ
ラ
グ
を

抜
け

注
意

配
線
は
電
源
を
切
っ
て
か
ら
行
う

感
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
や
誤
配
線
に
よ
り
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ぶ
ら
下
が
ら
な
い
、
足
場
代
わ
り
に
し
な
い

落
ち
た
り
し
て
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

定
期
的
な
点
検
を
す
る

取
付
部
の
劣
化
な
ど
に
よ
り
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

定
期
点
検
は
、
販
売
店
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

強
制

強
制

禁
止

設
置
場
所
の
強
度
を
確
認
す
る

取
付
金
具
を
含
む
質
量
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
強
度
の
あ
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

十
分
な
強
度
が
な
い
と
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

塩
害
や
腐
食
性
ガ
ス
の
発
生
す
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
な
い

取
付
部
が
腐
食
し
て
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

強
制

強
制



■
保
証
規
定

外
形
寸
法
図

外
形
寸
法
図

外
形
寸
法
図

外
形
寸
法
図

・
D
C
1
2
V
カ
メ
ラ
用
電
源
の
１
６
台
接
続
用
で
す
。

・
各
端
子
毎
に
過
負
荷
電
流
保
護
回
路
を
内
臓
し
て
お
り
、
電
源
の
過
電
流
異
常
時
に
は
出
力
を
自
動
的
に
遮

断
し
ま
す
。

注
：
電
源
出
力
定
格
電
流
を
超
え
る
負
荷
の
接
続
や
他
の
目
的
に
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
接
続
し
た
機
器
を
破
損
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
）

特 特特特
長 長長長

各
部

各
部
各
部

各
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能
及

機
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及

機
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及

機
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及
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接
続
図

接
続
図

接
続
図

接
続
図

①
電
源
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
イ
ッ
チ

こ
の
ス
イ
ッ
チ
は
カ
メ
ラ
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
切
替
え
に
使
用
し
ま
す
。

②
電
源
出
力
表
示

こ
の
L
E
D
は
各
カ
メ
ラ
に
Ｄ
Ｃ
供
給
電
源
が
正
常
に
行
わ
れ
て
い
る
事
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｃ
１
２
Ｖ
出
力
回
路
に
過
負
荷
電
流
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、
出
力
電
圧
を
遮
断
し
て
、
表
示
が
消
灯
し
ま
す
。

③
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン

一
時
的
な
過
電
流
を
検
出
し
て
出
力
を
遮
断
し
た
時
は
、
こ
の
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
て
出
力
電
圧
を
復

帰
で
き
ま
す
。
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T
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0
7
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01
-
00
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代
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F
A
X
：
0
7
5
-
5
9
2
-4
27
5

■
保
証
規
定

１
．
保
証
期
間
中
に
正
常
な
使
用
状
態
で
万
一
故
障
が
生
じ
た
場
合
に
は
無
償
で
修
理
い
た
し
ま
す
。

２
．
但
し
、
保
証
期
間
中
で
も
次
の
場
合
に
は
有
料
に
て
申
し
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
：
不
適
当
な
取
扱
い
又
は
使
用
に
よ
る
故
障
の
場
合
。

Ｂ
：
天
災
地
変
に
よ
る
故
障
の
場
合
。

Ｃ
：
本
保
証
書
の
必
要
事
項
の
記
入
又
は
提
示
の
な
い
場
合
。

Ｄ
：
本
保
証
書
は
日
本
国
内
に
限
り
有
効
と
い
た
し
ま
す
。

品
名

保
証
期
間

お
買
い
上
げ
日

ワ
ン
ケ
ー
ブ
ル
カ
メ
ラ
駆
動
ユ
ニ
ッ
ト

S
P
S
-1
2
0
9

お
買
い
上
げ
日
よ
り
１
年
間

お
名
前

ご
住
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

販
売
店
名

お
客
様
名

電
源
電
圧

Ｄ
Ｃ
１
２
Ｖ
出
力

消
費
電
力

動
作
温
度

保
管
温
度

外
形
寸
法
(m
m
)

重
量
(本
体
）

Ａ
Ｃ
1
0
0
Ｖ
～
2
4
0
V
5
0
／
6
0
Ｈ
ｚ

Ｄ
Ｃ
１
２
Ｖ
±
５
％

１
６
端
子

１
０
３
V
A
M
A
X

-5
℃
～
＋
5
0
℃

－
2
0
℃
～
＋
6
0
℃

４
．
５
Ｋ
ｇ

Ｄ
2
6
2
×
Ｗ
4
3
0
×
Ｈ
4
4
.7

仕 仕仕仕
様 様様様

帰
で
き
ま
す
。

リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
再
び
表
示
が
直
ぐ
に
消
え
る
場
合
は
、
一
度
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
過
電
流

の
原
因
を
取
り
除
い
て
、
１
０
秒
経
過
後
に
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

注
：
過
電
流
検
出
状
態
に
お
い
て
。
故
意
に
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
つ
づ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
接
続
し
た
機
器
や
回
路
を
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

⑤
電
源
プ
ラ
グ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
付
き
（
Ｖ
Ａ
）
２
５
０
V
１
０
A

④
電
源
ル
ー
プ
出
力

電
源
O
N
/O
F
F
ス
イ
ッ
チ
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
V
１
．
５
A
m
a
x

⑥
出
力
端
子

ワ
ン
タ
ッ
チ
着
脱
式
、
上
部
の
ネ
ジ
を
緩
め
、
カ
メ
ラ
電
源
線
を
挿
入
し
た
後
、
確
実
に
ネ
ジ
を
締
め
ま
す
。

注
：
ワ
ン
タ
ッ
チ
着
脱
式
端
子
に
カ
メ
ラ
電
源
線
を
繋
ぐ
時
、
必
ず
配
線
の
極
性
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
ワ
イ
ヤ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
ク
ラ
ン
パ
ー

電
源
線
の
整
理
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。


